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未知の世界に挑んだ５０年

平井一正
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学問と登山、探検はどちらも未
知の領域の開拓である。

たえず新しいことに挑戦したい
とおもうのは、人間の尊厳のよう
なものである。
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極地やヒマラヤに挑戦してきた歴
史からも明らかなように、人類最初
という誇りと達成感のために、人々
は苦しみや危険を冒して、常に未
知の領域の解明に努めてきた。
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１９５８年

京都大学学士山岳会

チョゴリザ （７６５４ｍ）

隊長桑原武夫ら１０名

初登頂成功

２６歳、登頂隊員
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１９６４年

京都大学学士山岳会

サルトロカンリ（７７４２ｍ）

隊長四手井綱彦教授ら１０名

初登頂成功

３０歳 サポート隊員
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平井一正隊長ら１０名
初登頂成功
４４歳

１９７６年

神戸大学山岳会

シェルピカンリ（７３８０ｍ）
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１９８６年
神戸大学山岳会

クーラカンリ （７５５４ｍ）
平井一正総隊長 ５４歳
日本登山隊 １３名
学術隊 ７
報道隊 ４

中国高所協力員 ５
中国科学院隊員 ４
通訳など 総勢 ４１名
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２００３年

神戸大学山岳会

ルオニイ峰 （６８０５ｍ）
（東チベットの秘境）

平井一正隊長ら９名

悪天候と危険 → 登頂失敗

７２歳
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左端ルオニイ峰、中央ロプチン峰
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夢をもつ

国際環境や社会情勢の変化

実力や人脈の増加、

新しい夢へ

達成感と感動

未知への憧れ

夢は必ず実現する
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未知への挑戦

• 情熱、執念、決してあきらめない

• 幸運を信じる カンとツキ

• 協調と決断
（チームワークとリーダシップ）
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